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　新型コロナの感染対策を講じながらではあるが、多くの施設で昨年を上回る利用実績となった。
「道の駅うみんぴあ大飯」では、スケートパークやシーシーパークの開業による賑わいが増したことや、
出荷者と提携したイベントの開催効果により、前年を上回る売上高となった。
利用料・販売料収入 4億3006万2464円 売上原価 1億9659万7535円
受託料 2億9193万4243円 販管費 5億6166万1656円
町補助金 4088万0000円 合　計 7億5825万9191円
その他収入 1116万5438円
営業外収益 19万5689円 当期経常利益税引前
合　計 7億7423万7834円  1597万8643円

　第29期事業年度においては、「観光船事業」について将来的にも黒字転換が困難な状況と認識したため
事業を継続しないこととし、併せて町からの補助金及び受託料に依存せず、財務内容の健全性を確保す
る収支計画として事業を行った。

売上高 3747万7932円 売上原価 0円
特別利益 0円 販管費 1698万6616円
営業外収益 164万3249円 営業外費用 28万2907円
合　計 3912万1181円 合　計 1726万9523円
　　　　　　　　　　　　当期経常利益税引前	 2185万1658円

　森林所有者からの出材が多く、良材にも恵まれた。また、年間を通じて
安定した出材があり、収益を上げることができた。
事業収入 2357万8349円 販管費計 2196万3473円
事業外収入 4万5736円 当期経常利益税引前
合　計 2362万4085円  166万0612円

総
合
運
動
公
園

収　
入

利 用 料 14,600,040
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

収　
入

利 用 料 0
赤
礁
崎
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

収　
入

利 用 料 51,339,573
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

収　
入

利 用 料 0
販 売・
その他収入 700,127 販 売・

その他収入 121,684,131 販 売・
その他収入 7,771,397 販 売・

その他収入 89,424,711

受 託 金 67,761,000 受 託 金 5,454,546 受 託 金 0 受 託 金
町補助金 0 町補助金 町補助金 0 町補助金
純売上高 83,061,167 純売上高 127,138,677 純売上高 59,110,970 純売上高 89,424,711

支　
出

売上原価 0 支　
出

売上原価 56,939,510 支　
出

売上原価 4,678,716 支　
出

売上原価 66,702,955
固 定 費 41,980,249 固 定 費 40,339,507 固 定 費 21,213,377 固 定 費 15,531,324
変 動 費 43,200,949 変 動 費 28,552,135 変 動 費 26,998,004 変 動 費 8,579,729
支出合計 85,181,198 支出合計 125,831,152 支出合計 52,890,097 支出合計 90,814,008

計営業利益 ▲ 2,120,031 計営業利益 1,307,525 計営業利益 6,220,873 計営業利益 ▲ 1,389,297
※株式会社おおいが管理する施設から抜粋

※ 年12回予定している木材の市売は、令和3年度は2回のみの開市だ
が令和4年度は6回の開市となった。

木材樹種別取扱実績
樹 種 4年度実績（㎥） 3年度実績（㎥） 前年度比
す ぎ 4,303.243 2,555.745 168.4%
ひのき 221.844 236.443 93.8%
ま つ 42.148 0.000 皆増
も み 0.000 1.214 皆減
けやき 0.000 0.800 皆減
その他 17.350 13.480 128.7%
計 4,584.585 2,807.682 163.3%

木材売上（令和4年4月～令和5年3月）
今年度実績 計画数量等 達成率 前年度実績 前年度比

材積（㎥） 4,585 4,800 95.5% 2,808 163.3%
売 上 高 54,426,269 41,550,000 131.0% 32,977,332 165.0%
平均単価 11,871 8,700 136.4% 11,744 101.1%

（株）名田庄ウッディーセンターの事業実績

観光船は今後、株式会社そと
もめぐりが運行する。

※受託料とは町から支払われる運営に対する委託料である。

町が出資する法人の  経営状況報告を受けました
報告第 4号　株式会社 おおい

報告第 6号　わかさ大飯マリンワールド株式会社

報告第8号　株式会社 名田庄ウッディーセンター
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　地域農業の振興を図り、地域住民の利益増進に寄与するため、農作業の受委託に関する事業を中心に行い、
またおおい町や関係機関との連携を図り、支援体制を強化できるよう取り組んだ。
事業収入 2140万1186円 固定費 2742万1860円
補助金 1314万0000円 販管費 266万4227円
雑収入 8万	 478円 その他支出 46万9200円
その他収益 46万3900円 合　計 3055万5287円
合　計 3508万5564円 当期経常利益税引前
   453万0277円

　おおい町と連携して保有土地について積極的に有効活用の推進に努力した。
令和4年度では6件2,136.61㎡の土地を売却した。
事業収入 4743万0210円 原価 4715万4610円
事業外収入 228円 販管費 263万2035円
合　計 4743万0438円 合　計 4978万6645円
　　　　　　　　　　　当期経常利益（損失）税引前 ▲235万6207円

流　

星　

館

収　
入

売 上 高 17,914,665

農
産
加
工
セ
ン
タ
ー

収　
入

売 上 高 59,608,960

あ
き
な
い
館

収　
入

売 上 高 9,535,969

物
産
品
販
売
事
業

収　
入

売 上 高 99,336,191
受 託 金 37,000,000 受 託 金 1,805,000 受 託 金 7,734,000 受 託 金 912,000
町補助金 0 町補助金 0 町補助金 0 町補助金 11,681,000
営業外収益 244,098 営業外収益 388,068 営業外収益 131,076 営業外収益 7,691,597
純売上高 55,158,763 純売上高 61,802,028 純売上高 17,401,045 純売上高 119,620,788

支　
出

売上原価 10,316,646
支　
出

売上原価 43,366,416
支　
出

売上原価 7,719,842
支　
出

売上原価 81,630,136
固 定 費 26,461,689 固 定 費 6,858,246 固 定 費 4,628,000 固 定 費 21,179,854
変 動 費 14,634,252 変 動 費 11,584,553 変 動 費 5,053,203 変 動 費 14,512,419
営業外費用 4,200,000 営業外費用 0 営業外費用 0 営業外費用 400
支出合計 55,612,587 支出合計 61,809,215 支出合計 17,401,045 支出合計 117,322,809

計営業利益 ▲453,824 計営業利益 ▲7,187 計営業利益 0 計営業利益 2,297,979

（株）名田庄商会の主な事業別収支

　コロナ感染症拡大による利用者の減少、原油高騰や円安による原料や資材、発送料・燃料費の増大、
最低賃金の引き上げによる人件費の増大など非常に苦しい経営状況だったが、従業員一丸となり経費削減、
製造効率のアップを図った結果、利益を確保することができた。
利用料・販売料収入 1億4616万7345円 売上原価 1億	 166万0533円
受託料 6519万8000円 販管費 1億2252万1011円
町補助金 1168万1000円 営業外費用 400円
その他収入 553円 合　計 2億2418万1944円
営業外収益 192万7432円 当期経常利益税引前
合　計 2億2497万4330円  79万2386円

※（株）名田庄商会の決算書の性質上、売上原価に一部賃金が含まれています。

町が出資する法人の  経営状況報告を受けました
報告第 5号　株式会社 名田庄商会

報告第 7号　公益財団法人 グリーン大飯農業公社

報告第 9号　おおい町土地開発公社

令和 4年度
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■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

議案第32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案第35号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●

○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（細川議長は採決に加わらない）

令和５年開会会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

承認第 1号 専決処分の承認を求めることについて
（町税条例の一部を改正する条例） ── 承　　認

P5

承認第 2号 専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ── 承　　認

承認第 3号 専決処分の承認を求めることについて
（令和5年度一般会計補正予算（第1号）） ── 承　　認

承認第 4号 専決処分の承認を求めることについて
（令和5年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号）） ── 承　　認

議案第31号 令和5年度一般会計補正予算（第2号） ── 原案可決

同意第 1号 監査委員の選任について ── 同　　意

令和５年６月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

報告第 1号 令和4年度一般会計繰越明許費繰越計算書

──

承　　認

P5

報告第 2号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計繰越明許費繰越計算書 承　　認

報告第 3号 令和4年度簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 承　　認

報告第 4号 株式会社おおいの経営状況報告について 承　　認

報告第 5号 株式会社名田庄商会の経営状況報告について 承　　認

報告第 6号 わかさ大飯マリンワールド株式会社の経営状況報告について 承　　認

報告第 7号 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について 承　　認

報告第 8号 株式会社名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について 承　　認

報告第 9号 土地開発公社の経営状況報告について 承　　認

議案第32号 町税条例の一部改正について

〈総務〉

原案可決 P5～6

議案第33号 進学サポート給付金の支給等に関する条例の一部改正について 原案可決

P6議案第34号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び特
定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

原案可決

議案第35号 令和5年度一般会計補正予算（第3号） 〈予算〉 原案可決

議案第36号 工事請負契約の締結について
（本郷第1水防倉庫建築工事）

〈総務〉
原案可決 P6～7

議案第37号 工事請負契約の締結について
（里山文化交流センター非常用発電装置整備工事） 原案可決

P7議案第38号 工事請負契約の締結について
（大飯浄化センター受変電設備更新工事）

〈産建〉
原案可決

議案第39号 工事請負契約の締結について
（SEE SEA PARK太陽光発電設備整備工事） 原案可決

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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〜
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５
月
開
会
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議
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、
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、
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１
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●
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認
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町
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３
３
５
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３
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【
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認
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●
承
認
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号

専
決
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認
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こ
と
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︵
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和
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年

度
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町
国
民
健
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険

診
療
事
業
特
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予
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︵
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号
︶︶

３
２
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円
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【
全
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・
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補
正
予
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を
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決

●
議
案
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号
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５
年
度
お
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一
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会
計
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正
予
算
︵
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︶

３
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︻
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緊
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援
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給
付
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２
８
０
６
万
８
千
円
増
額
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て
世
帯
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支
援
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別
給
付
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給
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業

４
７
６
万
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額

【
全
会
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決
】

監
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員
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に

同
意

●
同
意
１
号

　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ

れ
る
監
査
委
員
の
任
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満
了

に
伴
い
、
新
た
に
委
員
を
選

任
し
、
こ
れ
に
同
意
し
た
。

猿さ
る
橋は
し　
啓け
い
一い
ち　

　
　

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
審
議
内
容

　
６
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
報
告
９
件
、
議
案
８

件
を
審
査
し
た
。

■
報
告
事
項

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
１
号

令
和
４
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
２
号

令
和
４
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
３
号

令
和
４
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
４
号
~
９
号

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
町
が
出
資
す
る
６
法

人
の
令
和
４
年
度
の
経
営
状

況
の
報
告
を
受
け
た
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
議
案
審
議

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
32
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
森
林
環
境
税
法
施
行
令
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

町
が
国
税
で
あ
る
森
林
環

境
税
の
賦
課
・
徴
収
を
、

住
民
税
の
賦
課
・
徴
収
に

あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
伴

い
諸
規
定
を
整
備
す
る
も

の
。

※ 

２
・
３
ペ
ー
ジ
（
特
集
１
）

に
関
連
記
事
あ
り
。
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特
集
①

活
動
報
告

一
般
質
問

特
集
②

追
　
跡

審
議
内
容

主
な
質
疑

問
納
税
通
知
書
に
内
訳

と
し
て
森
林
環
境
税

額
が
明
示
さ
れ
る
の
か
。

 

通
知
書
に
は
、
住
民

税
、
森
林
環
境
税
そ

れ
ぞ
れ
の
金
額
と
合
計
額
、

各
期
に
分
け
て
の
納
付
金
額

が
明
示
さ
れ
る
様
式
と
な
る
。

討　
論

○
反
対 

猿
橋　

 

巧 

議
員

　
国
税
と
し
て
一
人
当
た
り

森
林
環
境
税
１
０
０
０
円
／

年
を
徴
収
す
る
新
税
負
担
は

許
さ
れ
な
い
。
個
人
住
民
税

均
等
割
は
減
免
さ
れ
る
税
で

は
な
く
全
て
の
町
民
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
価
高

騰
の
中
で
の
税
負
担
増
は
す

べ
き
で
は
な
い
。

○
賛
成 

田
中 

秀
樹 

議
員

　
森
林
環
境
税
法
施
行
令
の

公
布
に
伴
う
改
正
に
お
い
て

は
、
広
く
国
民
か
ら
森
林
環

境
税
を
徴
収
し
市
町
村
に
よ

る
森
林
整
備
な
ど
の
財
源
と

な
る
森
林
環
境
譲
与
税
と
し

て
山
林
の
間
伐
や
木
材
利
用

促
進
・
人
材
育
成
や
担
い
手

の
確
保
な
ど
に
使
用
で
き
る

と
い
う
点
を
評
価
し
賛
成
す

る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
33
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
進
学
サ
ポ
ー
ト
給

付
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
給
付
対
象
者
の
所
得
制
限

規
定
を
撤
廃
し
、
修
業
年
限

６
年
の
学
部
に
在
籍
す
る
学

生
の
給
付
期
間
を
４
年
か
ら

６
年
に
延
長
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
大
学
院
へ
の
進
学
者

に
対
す
る
給
付
は
。

 

給
付
期
間
の
延
長
対

象
は
、医
学
、歯
学
、

薬
学
な
ど
６
年
間
の
履
修
課

程
が
対
象
で
、大
学
院
は
対

象
と
し
な
い
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
34
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

お
お
い
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
な

ど
の
施
行
に
伴
い
、
町
の
関

係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
35
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

１
億
１
２
８
１
万
８
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

起
業
促
進
支
援
事
業

４
０
０
０
万
円
増
額

◯ 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

３
３
６
万
６
千
円
増
額

◯ 

進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

４
０
８
万
円
増
額

◯ 

総
合
運
動
公
園
管
理
運
営

事
業９

９
２
万
３
千
円
増
額

主
な
質
疑

問
す
で
に
完
了
し
た
合

宿
所
の
設
計
な
ど
に

か
か
っ
た
経
費
は
無
駄
に
な

ら
な
い
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
の
地
質
調

査
の
デ
ー
タ
、
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、

機
能
性
な
ど
で
き
る
限
り
設

計
に
活
用
す
る
。

問
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
実
験
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
ど
の
よ
う
な

意
見
を
集
め
る
の
か
。

 

走
行
場
所
や
走
行

ル
ー
ト
、
ま
た
、
ど

う
い
う
店
舗
や
施
設
へ
行
か

れ
た
か
、
使
い
勝
手
は
ど
う

だ
っ
た
か
と
い
う
情
報
を
収

集
し
て
い
き
た
い
。

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
町

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

 

進
学
サ
ポ
ー
ト
事
業

や
移
住
者
な
ど
を
本

町
に
呼
び
込
む
た
め
の
町
の

戦
略
的
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
で
あ

る
。討　

論

○
反
対 

猿
橋　

 

巧 

議
員

　
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
利
用
し

た
事
業
は
危
険
が
伴
う
こ
と

や
、
合
宿
所
設
計
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
維
持
・
運
営
経

費
が
増
加
し
、
財
政
運
営
の

健
全
化
の
点
か
ら
反
対
す
る
。

運用イメージ

○
賛
成 

原
田 

和
美 

議
員

　
物
価
高
対
策
の
町
民
支
援
、

進
学
サ
ポ
ー
ト
の
拡
大
は
町

民
支
援
と
し
て
有
効
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
合
宿
所
設

計
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

防
災
の
面
を
付
加
す
る
も
の

で
、
財
源
の
均
衡
も
図
ら
れ

て
お
り
賛
成
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
を

可
決

●
議
案
36
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
本
郷
第
１
倉
庫
建
築

工
事
︶

　
災
害
対
応
に
必
要
な
資
機

材
な
ど
を
保
管
す
る
た
め
の

新
た
な
倉
庫
を
整
備
す
る
も

の
。

・
契
約
金
額

５
５
１
６
万
５
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組
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特
集
①

活
動
報
告

一
般
質
問

特
集
②

追
　
跡

審
議
内
容

主
な
質
疑

問
町
内
各
地
域
に
ど
う

よ
う
の
施
設
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
。

 

既
に
既
存
の
本
郷
第

１
水
防
倉
庫
が
あ
る

が
、
そ
ち
ら
が
手
狭
に
な
っ

た
た
め
今
回
新
た
に
設
置
を

す
る
も
の
。
ほ
か
に
は
、
本

郷
に
あ
と
一
か
所
、
佐
分

利
、
大
島
、
名
田
庄
地
区
に

も
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
る
。

問
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
や
簡
易

ベ
ッ
ド
な
ど
の
資
機
材
は
、

ど
れ
位
の
対
応
数
量
を
入
れ

る
予
定
か
。

 

現
時
点
で
本
郷
第
１

水
防
倉
庫
に
は
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
、
簡
易
ベ
ッ
ド

が
５
３
３
基
入
っ
て
い
る

が
、
将
来
的
に
資
材
を
追
加

し
増
強
す
る
た
め
、
今
年
度

の
予
算
で
各
１
８
０
基
を
購

入
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
37
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
里
山
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
非
常
用
発
電
装
置
整
備

工
事
︶

　
名
田
庄
地
域
の
防
災
拠
点

と
な
る
里
山
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
に
、
非
常
用
発
電
装
置

を
整
備
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

８
５
６
９
万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 
荒
木

主
な
質
疑

問
発
電
機
の
燃
料
入
れ

替
え
の
頻
度
は
ど
の

程
度
必
要
か
。

 

年
に
１
回
点
検
を

し
、
そ
の
中
で
交
換

の
必
要
性
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
く
。

問
避
難
し
た
場
合
に

は
、
ホ
ー
ル
も
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
と
思
う
が
、
対
象
エ

リ
ア
が
全
館
と
な
っ
て
い
な

い
の
は
ど
う
い
う
理
由
か
。

 

全
て
の
エ
リ
ア
が
対

象
に
な
る
と
望
ま
し

い
が
、
非
常
用
発
電
機
は
高

額
で
あ
り
、
今
後
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
費
用
対
効
果
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
。
防

災
拠
点
と
し
て
、
情
報
通

信
、
連
絡
体
制
が
取
れ
る
状

態
に
必
要
な
部
分
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
担
保
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
38
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
大
飯
浄
化
セ
ン
タ
ー

受
変
電
設
備
更
新
工
事
︶

　
施
設
の
供
用
開
始
か
ら
30

年
が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽

化
し
た
受
変
電
設
備
を
更
新

す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

５
７
０
０
万
５
千
３
百
円

・
契
約
の
相
手
方

共
和
電
工
株
式
会
社

主
な
質
疑

問
今
回
落
札
し
た
金
額

が
設
計
価
格
の
99
．

４
４
９
％
で
あ
っ
た
が
、

最
低
価
格
を
入
れ
た
業
者

は
99
．２
９
９
％
で
失
格
と

な
っ
て
い
る
。
最
低
制
限
価

格
を
下
回
っ
て
い
た
の
か
。

 

最
低
制
限
価
格
を
下

回
っ
た
た
め
で
な

く
、
入
札
金
額
と
工
事
内
訳

書
の
金
額
が
違
っ
て
い
た
た

め
、
電
子
入
札
の
規
則
上
、

失
格
と
な
っ
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
39
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
Ｓ
Ｅ
Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
太
陽
光
発
電
設
備

整
備
工
事
︶

　
嶺
南
Ｅ
コ
ー
ス
ト
計
画
に

お
け
る
ス
マ
ー
ト
エ
リ
ア
形

成
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
の
将
来
的

な
※
Ｒ
Ｅ
１
０
０
化
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、
太
陽
光

発
電
設
備
を
導
入
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

９
６
１
９
万
５
千
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

荒
木

主
な
質
疑

問
芝
生
広
場
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
建
て
る
こ

と
に
つ
い
て
、
工
事
中
や
完

成
後
の
安
全
対
策
は
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

 

工
事
中
は
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
確
認
し
、

※
Ｒ
Ｅ
１
０
０

　

 

使
用
す
る
電
力
の
１
０
０
％

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
り
発
電
さ
れ
た
電
力
に
す

る
こ
と
。

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が

ら
、
工
事
エ
リ
ア
と
一
般
の

運
用
エ
リ
ア
の
仕
分
け
を
行

い
、
小
さ
い
お
子
さ
ま
の
侵

入
防
止
な
ど
安
全
性
を
保
つ

計
画
で
あ
る
。

問
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
棟
の
電
力
の
20
％

を
最
大
で
賄
え
る
と
の
こ
と

だ
が
、
多
額
の
費
用
を
か
け

建
設
し
て
費
用
対
効
果
は
見

込
め
る
の
か
。

 

本
事
業
は
費
用
対
効

果
だ
け
を
求
め
る
も

の
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促

進
事
業
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

国
の
採
択
を
受
け
た
も
の
で

あ
り
、
設
置
費
は
１
０
０
％

に
近
い
形
で
国
が
補
助
を
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
集
①

審
議
内
容

一
般
質
問

特
集
②

追
　
跡

活
動
報
告

住
民
に
最
も
近
い
代
表
と
し
て
、 

基
礎
知
識
を
学
ぶ
改
選
後
最
初
の
研
修
会

︻
期
日
︼
令
和
５
年
５
月
15
日
㈪

福
井
県
町
村
議
会
議
長
会
の
梅
田
氏
を

講
師
に
迎
え
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
議
会
運
営
と
議
員
の
基
礎
知
識
」
で

は
、
新
人
議
員
と
な
っ
た
３
名
を
主
に
、

「
議
員
と
は
」「
議
会
・
議
員
の
権
限
」
な

ど
議
会
人
と
し
て
の
在
り
方
や
、
当
町
議

会
で
採
用
し
て
い
る
「
通
年
議
会
制
度
」、

議
案
審
査
の
順
序
、
会
議
の
原
則
な
ど
議

会
運
営
と
議
員
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し

た
。

続
い
て
行
わ
れ

た
「
お
お
い
町
議

会
基
本
条
例
に
つ

い
て
」
で
は
、
全

議
員
を
対
象
に

① 

住
民
に
開
か
れ
、

住
民
参
加
を
取

り
入
れ
、
住
民

と
歩
む
議
会

② 

執
行
機
関
の
追

認
機
関
と
な
ら
な
い
、
執
行
機
関
と
切

磋
琢
磨
し
て
い
く
議
会

③ 

議
員
が
執
行
機
関
へ
質
問
す
る
だ
け
で

な
く
、
議
員
同
士
の
討
議
を
重
視
す
る

議
会

を
目
的
と
し
、
平
成
23
年
に
施
行
し
た
議

会
基
本
条
例
の
意
義
の
解
説
を
受
け
、
議

会
・
議
員
の
活
動
を
住
民
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

議
会
の
活
性
化
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の

条
例
で
は
議
会
自
ら
に
も
制
限
を
課
し
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

︻
期
日
︼
令
和
５
年
５
月
16
日
㈫

福
井
県
大
飯
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
︑

関
西
電
力
大
飯
発
電
所
を
見
学

原
子
力
災
害
時
に
現
地
対
策
本
部
が
置

か
れ
、
前
線
拠
点
と
な
り
、
国
・
自
衛
隊
、

地
方
公
共
団
体
・
電
力
会
社
な
ど
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
情
報
収
集
、
被
爆
防
護
、

住
民
避
難
指
示
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
成
和
地
係
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「「
福

井
県
大
飯
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
緊
急
時
の
参
集
、
機
器
の
立
上
げ
、

国
等
と
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
手
法

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
大
飯
発
電
所
で
は
大
飯
３・４

号
の
運
転
状
況
、
１・２
号
機
の
廃
止
措

置
の
状
況
や
、
地
震
・
津
波
・
竜
巻
な
ど

に
対
す
る
安

全
性
向
上
対

策
の
概
要
に

つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し

た
。

︻
期
日
︼
令
和
５
年
５
月
17
日
㈬

町
内
の
主
要
施
設
を
見
学

新
人
議
員
を
対
象
に
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
総
合
施
設
、
各
小
中
学
校
、
し
ご
と

み
ら
い
産
業
団
地
な
ど
、
町
内
の
主
要
施

設
を
見
学
し
、
担
当
者
か
ら
施
設
の
状
況

や
運
営
状
況
の
説
明
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
改

修
が
今
後
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
議
会
と
し
て
対
応
し
て
い
く
必
要
性
を

認
識
し
ま
し
た
。

議 員 研 修Report
リポート
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特
集
①

審
議
内
容

一
般
質
問

特
集
②

追
　
跡

活
動
報
告

緊
急
時
の
対
応
訓
練
を
視
察

︻
期　
日
︼
令
和
５
年
６
月
13
日
㈬

︻
場　
所
︼ 

㈱
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー 

美
浜
原
子
力
緊
急
支
援
セ
ン
タ
ー

︻
参
加
者
︼ 

委
員
12
名
・
議
長
１
名

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
は
、
敦

賀
市
に
あ
る
「
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン

タ
ー
」
と
、
美
浜
町
に
あ
る
「
美
浜
原
子

力
緊
急
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

㈱
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー

国
内
に
あ
る
加
圧
水
型
原
子
力
発
電
所

に
勤
務
す
る
運
転
員
の
教
育
訓
練
と
運
転

責
任
者
の
資
格
判
定
業
務
を
行
う
施
設
で

す
。当

日
は
、
関
西
電
力
大
飯
発
電
所
の
運

転
員
が
３
号
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
り
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
運
転
員
の
的

確
な
操
作
を
視
察
し
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
に
も
安
全
・
安
心
に
対
処
で
き
る
も
の

と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

初
期
訓
練
コ
ー
ス
で
は
、
制
御
室
運
転

員
の
養
成
に
８
８
０
時
間
を
費
や
し
、
訓

練
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
緊
急
時
、
重

大
事
故
時
の
基
本
運
転
技
能
の
習
得
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
社
概
要

・
設　
立　
１
９
７
２
年
６
月
13
日

・
資
本
金　
３
億
円

・
株　
主

　
　

 
三
菱
重
工
業
、関
西
電
力
、四
国
電

力
、九
州
電
力
、北
海
道
電
力
、東
北

電
力
、東
京
電
力
、中
部
電
力
、北
陸

電
力
、中
国
電
力（
以
上
10
社
）

・
事
業
内
容

◇ 

加
圧
水
型
原
子
力
発
電
所
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）

の
運
転
員
の
教
育
訓
練

◇ 

運
転
責
任
者
の

資
格
判
定
業
務

・
総　
数

54
名

（
内 

教
官
33
名
）

美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏

ま
え
、
高
放
射
線
量
下
な
ど
多
様
か
つ
高

度
な
災
害
対
応
が
可
能
な
世
界
高
水
準
の

災
害
対
策
組
織
の
整
備
と
し
て
、
美
浜
町

久
々
子
に
最
大
で
も
約
31
時
間
以
内
に
国

内
の
各
発
電
所
に
到
着
可
能
な
施
設
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
役
割
は
、
高
放
射
線
下
の
現
場

に
お
け
る
事
故
収
束
活
動
を
行
う
当
該
施

設
事
業
者
の
要
員
の
被
ば
く
を
可
能
な
限

り
低
減
す
る
た
め
、
遠
隔
操
作
可
能
な
資

機
材
（
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
）
を
用
い
て
、
現

場
状
況
の
偵
察
、
空
間
線
量
率
の
測
定
、

お
よ
び
瓦
礫
の
撤
去
な
ど
、
当
該
施
設
の

事
業
者
と
協
働
で
緊
急
対
応
活
動
を
行
う

も
の
で
す
。

緊
急
時
の
活
動

●
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
支
援

●
要
員
・
資
機
材
搬
送

●
資
機
材
調
整
・
修
理

平
常
時
の
活
動

● 
事
業
者
及
び
支
援
組
織
要
員
の
教

育
・
訓
練

●
関
係
機
関
と
の
連
携

● 

緊
急
時
に
備
え
た
必
要
な
資
機
材
の

維
持

資
機
材
の
視
察
で
は

・
無
線
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

・
小
型
ロ
ボ
ッ
ト

・
無
線
の
重
機

・
遠
隔
操
作
資
材
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
車

の
操
作
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、
緊
急

時
で
も
安
全
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
確
信

し
ま
し
た
。

関
係
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
、

緊
急
時
・
重
大
事
故
時
に
お
い
て
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応
を
確
認
し
ま
し

た
。

委員会視察研修

遠隔操作により動く重機 小型ロボット
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特
集
①

審
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内
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活
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報
告

特
集
②

追
　
跡

一
般
質
問

◥�
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
が
成
立
し
た
が
、�

町
長
の
評
価
は

町
長	
国
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
6
月
定
例
会
議
で
は
︑
4
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

田
たなか
中 	秀

ひでき
樹

問
※
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
脱
炭
素
電
源

法
が
５
月
31
日
可
決
成
立
し

た
が
、
町
長
の
評
価
は
。

︵
町
長
︶
原
子
力
活

用
に
よ
る
電
力
安
定

供
給
に
向
け
措
置
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
安
全
性
向
上
、

国
民
の
原
子
力
に
対
す
る
理

※ 

Ｇ
Ｘ
︵
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶

　

 

温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る

化
石
燃
料
か
ら
太
陽
光
発
電
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中

心
へ
と
転
換
し
、
経
済
シ
ス
テ

ム
全
体
を
変
革
し
よ
う
す
と
す

る
取
組
み
の
こ
と
。

解
の
促
進
、
立
地
地
域
の
振

興
な
ど
国
の
責
務
が
明
確
化

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す

る
。
60
年
を
超
え
る
運
転
に

つ
い
て
は
、
科
学
的
見
地
に

よ
り
合
理
的
な
改
正
が
な
さ

れ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問
大
飯
原
子
力
発
電
所

は
30
数
年
後
に
全
て

が
廃
炉
と
な
る
。
先
を
見
定

め
た
動
き
が
必
要
だ
が
、
町

長
の
考
え
は
。

︵
町
長
︶
廃
炉
を
決

定
し
た
大
飯
発
電
所

に
お
い
て
も
国
の
方
針
に

の
っ
と
り
建
て
替
え
が
検
討

さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
国
に
は
将
来
ど
の
時
点

に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
規

模
の
原
子
力
が
必
要
な
の

か
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
発

電
所
な
ら
び
に
お
お
い
町
民

の
安
全
と
安
心
を
高
め
る
べ

く
、
関
係
機
関
に
対
し
強
力

に
要
請
を
行
っ
て
行
く
。

個
別
避
難
計
画
は

問
防
災
と
福
祉
の
連
携

に
よ
る
要
支
援
者
へ

の
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

現
状
は
。︵

副
町
長
︶
地
域
の

自
主
防
災
組
織
な
ど

と
連
携
し
て
作
成
す
る
こ
と

が
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
個

別
避
難
計
画
に
な
る
も
の
と

考
え
る
。
自
主
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
や
危
険
個
所
の
確

認
、
避
難
所
の
確
認
な
ど
を

地
域
の
方
と
一
緒
に
行
い
、

併
せ
て
地
域
に
住
む
要
支
援

者
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
場
を
設
け
て
き
た
。

現
在
１
地
区
の
み
作
成
が
出

来
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
作
成
に
取
り
組
む
。

原
子
力
災
害
時
の 

避
難
は

問
原
子
力
災
害
時
に
新

幹
線
に
よ
る
避
難
を

提
案
す
る
が
、
鉄
道
事
業
者

や
国
・
県
に
働
き
か
け
る
考

え
は
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
避
難
先

ま
で
の
移
動
手
段
に

つ
い
て
は
原
則
自
家
用
車
で

避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
現
時
点
で
は
国
や

県
に
働
き
か
け
る
考
え
は
な

い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の 

活
用
方
策
は

問
※
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
導
入
す
る

が
、
全
国
の
こ
ど
も
食
堂
に

食
材
を
届
け
る
な
ど
、
貢
献

活
動
型
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。︵

ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

受
益
の
対
象
が
町
外

と
な
り
、
自
治
体
の
事
務
の

範
ち
ゅ
う
を
超
え
る
の
で
現

時
点
で
は
導
入
す
る
考
え
は

な
い
。

問
電
気
代
を
返
礼
品
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。

※
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

 

正
式
名
「
地
方
創
生
応
援
税
制
」

と
言
い
、
国
が
認
定
し
た
地
方

公
共
団
体
の
地
方
創
生
の
取
り

組
み
に
対
し
、
企
業
が
寄
付
を

行
っ
た
場
合
に
、
法
人
関
係
税

か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
も
の
。

︵
総
務
課
長
︶返
礼
品

を「
電
気
」と
す
る

こ
と
は
可
能
だ
が
、「
当
該
地

方
団
体
の
区
域
内
に
お
い
て

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ

り
発
電
さ
れ
た
電
気
で
あ
る

こ
と
」と
さ
れ
て
お
り
、そ

の
電
源
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
限
ら
れ
て
い
る
。自

前
の
電
源
を
持
た
な
い
本
町

が
、電
気
を
返
礼
品
と
す
る

た
め
に
は
、電
気
事
業
者
の

協
力
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と

か
ら
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

おおい町ふるさと納税額
年度 件数 金額 前年比

令和3年度 1098 2,140万円 114.0％
令和4年度 732 1,427万円 ▲33.3％

※前年比は昨年の金額からの成長比率

おおい町総合防災訓練の様子
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一
般
質
問

◥�
小
学
校
の
統
合
の
議
論
が
必
要
で
は

町
長	
児
童
数
の
み
で
議
論
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い

中
なかにし

西 	秀
ひでかず

和

問
少
子
化
が
進
む
中
で

町
内
の
児
童
数
の
推

移
や
現
状
の
学
級
編
成
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

・
児
童
数
の
推
移

　
平
成
30
年
度
は
４
８
２
名
、

令
和
５
年
度
は
４
１
７
名
、

６
年
間
で
65
名
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
10
年
度
は
今

年
度
と
比
べ
て
23
名
減
の
３

９
４
名
と
想
定
し
て
い
る
。

問
大
島
小
学
校
に
お
け

る
複
式
学
級
は
、
今

後
ど
の
様
に
推
移
し
て
い
く

の
か
。︵

学
校
教
育
課
長
︶

今
年
度
は
１
つ
の
複

式
学
級
、
令
和
６
〜
７
年
度

は
２
つ
、
令
和
８
〜
９
年
度

は
３
つ
、
令
和
10
年
度
は
２

つ
の
複
式
学
級
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

問
複
式
学
級
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

 ︵
教
育
長
︶ 

 

メ
リ
ッ
ト
：
一
人
一
人
に
目

が
届
き
や
す
く
き
め
細
か
な

指
導
が
で
き
る
。
上
下
の
学

年
で
相
互
に
学
び
合
う
経
験

が
で
き
る
。
自
分
た
ち
で
授

業
を
進
め
る
場
面
が
あ
る
こ

と
で
主
体
性
が
育
つ
。

デ
メ
リ
ッ
ト
：
学
級
内
の
学

年
意
識
が
強
く
な
り
上
下
関

係
が
強
調
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。問

今
後
Ａ
Ｉ
の
急
速
な

進
化
に
よ
り
社
会
生

活
が
激
変
す
る
時
代
を
迎
え

る
中
で
、
複
式
学
級
は
主
体

性
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
観

点
か
ら
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
。

︵
教
育
長
︶
複
式
学

級
は
、
児
童
の
主
体

性
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
従

来
か
ら
小
規
模
校
な
ら
で
は

の
全
校
的
な
縦
割
り
活
動
を

導
入
し
、
近
年
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
他
校
と
の
合
同
授
業
や

外
部
機
関
と
の
交
流
を
行
う

な
ど
、
少
人
数
の
デ
メ
リ
ッ

ト
の
緩
和
や
最
小
化
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

問
町
内
の
小
学
校
を
本

郷
地
区
一
ケ
所
に
統

廃
合
す
る
議
論
が
必
要
で
は

な
い
か
。︵

町
長
︶
学
校
教
育

は
地
域
の
未
来
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
む
営
み
で
あ
り
、
地
域
づ

く
り
の
在
り
方
と
密
接
な
つ

な
が
り
が
あ
る
。
学
校
は
児

童
・
生
徒
の
教
育
の
ほ
か
、

各
地
域
の
核
と
し
て
の
性
格

も
あ
り
、
防
災
、
地
域
の
交

流
の
場
な
ど
様
々
な
機
能
を

併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
鑑
み
、
統
合
に
つ
い
て
は

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
声

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
、

児
童
数
の
み
で
議
論
す
る
の

は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

る
。
一
方
、
町
で
は
こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
や
移
住
対
策
を
実
施

し
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

現状の学級編成

学 校 名
学　　年

合 計1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 特別支
援学級

本 郷 小 学 校 1学級 1学級 1学級 2学級 1学級 2学級 2学級 10学級
佐分利小学校 1学級 1学級 複式学級 1学級 1学級 1学級  6学級
大 島 小 学 校 複式学級 1学級 1学級 1学級 1学級 1学級  6学級
名田庄小学校 1学級 1学級 1学級 1学級 1学級 1学級 2学級  8学級

佐分利小学校 本郷小学校名田庄小学校

大島小学校
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原
はらだ
田 	和

かずみ
美

◥�

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
の
町
民
利
用
を
進
め
る
方
策
は

町
長	

町
民
の
方
々
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
づ
く
り
を	

行
う

問
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
エ

リ
ア
の
賑
わ
い
の
状

況
は
。︵

副
町
長
︶
う
み
ん

ぱ
（
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
）
と
シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
や
こ
ど
も
家
族
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
好

循
環
で
、
入
込
数
や
売
上
、

利
用
料
収
入
な
ど
は
増
加
し

て
い
る
。

問
館
内
の
案
内
表
示
、

駐
車
場
か
ら
の
動

線
、
総
合
駐
車
場
へ
の
道
路

横
断
な
ど
、
利
用
者
の
安
全

へ
の
対
応
は
。

︵
し
ご
と
創
生
室
長
︶

よ
り
使
い
や
す
い
施

設
を
目
指
し
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
て
い
く
。
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
横
断

歩
道
設
備
の
設
置
な
ど
有
効

な
方
策
を
検
討
す
る
。

問
シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
は

オ
ー
プ
ン
し
て
１
年

経
つ
が
町
民
の
利
用
が
少
な

く
、
集
客
対
象
と
す
る
世
代

の
偏
り
を
感
じ
る
。
町
民
利

用
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
町
内
の
各

種
団
体
に
利
活
用
の

案
内
を
行
う
な
ど
、
町
民
の

方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る

仕
掛
け
づ
く
り
や
協
力
要
請

を
し
て
い
く
。

問
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
に
向
け
て
の
取
り

組
み
や
情
報
発
信
は
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

首
都
圏
、
関
西
、
中

京
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

出
向
宣
伝
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
。

問
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
エ
リ
ア
へ
の
誘
導
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
暗
い
。
ま
た
、
エ

リ
ア
内
施
設
の
案
内
標
識
が

な
く
、
除
草
な
ど
美
化
へ
の

対
応
も
必
要
で
は
。

︵
町
長
︶ド
ラ
イ
バ
ー

目
線
に
対
し
実
効
性

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
対
策
と
公
共
施
設

の
利
活
用

問
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
対
策
と

公
共
温
浴
施
設
の
利
用
増
を

兼
ね
て「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

入
浴
」の
よ
う
な「
子
育
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
入
浴
券
」「
フ
ァ

ミ
リ
ー
わ
く
わ
く
プ
ー
ル
券
」

「
働
き
盛
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

券
」な
ど
、入
浴
施
設
や
プ

ー
ル
の
利
用
券
を
発
行
し
て

は
ど
う
か
。

︵
町
長
︶
施
設
の
有

効
活
用
と
利
用
料
収

入
な
ど
か
ら
課
題
と
し
て
い

く
。

動
物
愛
護
と
防
災
対
策 

（
ペ
ッ
ト
防
災
）へ
の 

対
応
は

問
近
年
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
へ
の
対
応
（
ペ
ッ

ト
防
災
）
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
飼
い
主
へ
の
働
き
か

け
は
。︵

防
災
安
全
課
長
︶

災
害
時
の
町
の
対
応

は
、
ま
ず
は
人
命
救
護
が
基

本
で
あ
り
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
飼
い
主
に
よ
る
自
助
が

基
本
と
な
る
。
飼
い
主
が

ペ
ッ
ト
防
災
を
考
え
る
試
み

と
し
て
、
今
年
度
、
公
民
館

事
業
で
講
習
会
を
計
画
し
て

い
る
。

問
獣
医
師
会
と
の
連
携

は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

公
益
社
団
法
人
福
井

県
獣
医
師
会
で
は
、
災
害
に

備
え
た
飼
い
主
へ
の
啓
発
な

ど
、
ペ
ッ
ト
防
災
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
獣
医
師

会
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
飼

い
主
に
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
め
る
。

問
人
手
が
必
要
な
災
害

時
に
、
町
職
員
の
手

を
止
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
ペ
ッ
ト
防
災
に
関
す
る

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
考
え

は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

現
時
点
で
は
、
飼
い

主
の
ペ
ッ
ト
防
災
に
つ
い
て

の
意
識
付
け
を
最
優
先
に
取

り
組
む
。

問
ペ
ッ
ト
の
存
在
が
避

難
の
遅
れ
に
つ
な
が

る
な
ど
人
命
に
関
わ
る
場
合

も
想
定
さ
れ
る
。
町
の
認
識

は
。

︵
町
長
︶
課
題
は
認

識
し
て
お
り
、
方
策

を
協
議
検
討
し
て
い
く
。

シーサイドスパおおいの湯のプール



Ohi Town Assembly Official Report

No.70おおい町議会だより1 3

特
集
①

活
動
報
告

審
議
内
容

特
集
②

追
　
跡

一
般
質
問

猿
さるはし

橋　 	巧
たくみ

◥�
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
よ
る
個
人
負
担�

軽
減
措
置
は
な
い
の
か

町
長	
町
独
自
の
医
療
費
助
成
や
軽
減
措
置
は
現
在
考
え
て
い
な
い

問
新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類

か
ら
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
る
医
療
費
の
個

人
負
担
金
の
本
町
独
自
の
軽

減
措
置
は
な
い
の
か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

９
月
末
ま
で
公
費
支

援
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
特
化
し
た
町
独
自
の
医
療

費
助
成
や
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問
施
設
な
ど
で
の
ク
ラ

ス
タ
ー
防
止
の
た
め

に
、
陽
性
患
者
を
入
院
さ
せ

る
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

本
県
で
は
即
応
病
床

数
71
床
、
感
染
状
況
に
応
じ

て
最
大
３
１
１
床
を
確
保
で

き
る
た
め
、
体
制
は
整
っ
て

い
る
。

問
コ
ロ
ナ
へ
の
恐
怖
感

が
薄
れ
て
い
る
が
、

町
民
へ
の
注
意
喚
起
は
。

︵
町
長
︶
５
類
移
行

後
も
基
本
的
な
対
策

を
心
が
け
て
い
た
だ
く
よ
う

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
な
ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。

難
聴
者
へ
の
支
援
は

問
加
齢
性
難
聴
者
や
高

齢
者
な
ど
が
難
聴
に

よ
り
人
と
か
か
わ
ら
ず
に
認

知
症
や
う
つ
病
に
陥
る
こ
と

が
な
い
よ
う
町
と
し
て
補
聴

器
購
入
に
助
成
す
べ
き
で
は
。

︵
い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

助
成
対
象
と
な
ら
な

い
難
聴
者
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
国
や
県
の
助
成
制
度
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。問

難
聴
者
に
直
接
音
声

を
届
け
る
磁
気
ル
ー

プ
（
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
）

を
町
内
公
共
施
設
に
設
置

し
、
社
会
参
加
を
進
め
て
は

ど
う
か
。︵

い
き
い
き
福
祉
課
長
︶

今
年
度
は
高
齢
者
福

祉
計
画
、
障
が
い
者
基
本
計

画
策
定
の
年
で
あ
り
、
策
定

委
員
会
な
ど
で
提
案
も
含
め

難
聴
者
の
社
会
参
加
の
推
進

が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

指
定
管
理
施
設
の 

管
理

問
き
の
こ
の
森
清
掃
協

力
金
・
ゆ
っ
た
り
温

泉
の
入
浴
料
金
な
ど
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
必
要
性
の

根
拠
は
。
ま
た
、
町
民
へ
の

周
知
は
な
さ
れ
た
の
か
。

︵
副
町
長
︶
燃
料
な

ど
の
高
騰
や
施
設
維

持
経
費
の
増
加
に
伴
い
改
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
に

つ
い
て
は
、
改
定
前
の
３
月

か
ら
施
設
管
内
で
の
事
前
案

内
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
と
お
願
い
を

し
て
き
た
。

問
こ
ど
も
家
族
館
の
入

場
料
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
県
と
の
協
議
内
容
を
示
し

て
ほ
し
い
。

︵
町
長
︶
町
負
担
軽

減
の
た
め
利
用
料
金

の
改
定
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
の
管
理
運
営
費
用

の
半
額
県
負
担
支
援
や
、
年

２
回
の
企
画
展
を
県
主
催
に

よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
今
後
も
、
負
担
軽
減
つ

な
が
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

特
産
品
開
発・売
り
上
げ

問
特
産
品
の
開
発
・
売

り
上
げ
の
促
進
は
成

果
が
出
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
生
産
を
中
止
し
て
い
る

「
滝
水
ひ
め
」
は
廃
止
か
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
商

談
会
や
物
産
フ
ェ
ア
が
中
止

に
な
る
な
ど
思
う
よ
う
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
「
滝
水
ひ
め
」
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
販
売
量
の
減
少

と
井
戸
の
揚
水
量
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
た
め
、
生
産

を
中
止
し
て
い
る
。

問
自
然
薯
や
加
工
野
菜

生
産
者
の
減
少
や
原

材
料
入
手
の
諸
問
題
対
策
は

十
分
か
。︵

農
林
水
産
課
長
︶

自
然
薯
の
生
産
者
数

は
こ
こ
数
年
大
き
な
増
減
は

な
い
。
加
工
野
菜
は
名
田
庄

漬
の
生
産
不
足
分
は
町
外
か

ら
調
達
し
て
い
る
。
町
内
い

ず
れ
の
生
産
者
に
も
生
産
や

出
荷
に
係
る
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
生
産
者
の
確
保
は
支

援
の
継
続
と
後
継
者
育
成
対

策
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。自然薯生産風景

こ
ど
も
家
族
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
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②

町民の皆さまに取材をし、『町政や議会に期待する事』をテーマにお答えいただきました。
皆さまの声を丁寧に聞き、議会活動に活かしていきたいと思います。

選挙の度に若者中心の町づくりや、子どもた
ちのための町づくりなど聞くが、本当にその世
代の意見を聞いて町づくりが行われいるのか疑
問です。議会報告会など行われているが、ハー
ドルが高く足が進まない。世代別で一度声がけ
をしてみてると今までと違った意見もきけると
思います。若者がワクワクする町づくりを期待
してます！

猿猿
さ るさ る

木木
きき

  大大
だ いだ い

作作
さ くさ く

  さん（父子）さん（父子）

新たな入学応援給付金など、おおい町は子育
てに優しい町だと思います。
中学生たちが安心して自転車通学できるよう
に、通学路の除草などの管理を、町、県という
垣根を越えて対応してもらえると、小・中学生
はもとより、町民の安心安全に繋がると思います。

治治
じじ

面面
め んめ ん

地地
ぢぢ

  奈奈
なな

保保
おお

美美
みみ

  さん（岡安）さん（岡安）

私が区長の時、町に要望書を提出した後に町
担当者とはすべての個所の立ち合いをしていた
だきました。これは非常に稀なことで、ほとん
どが立ち合いなく書面回答となっているようで
す。要望に対して議員の方にも出身地以外でも
現地に出向いて、現場把握するなど活動の幅を
拡げていただきたいと思います。

堂堂
ど うど う

前前
ま えま え

  一一
か ずか ず

訓訓
の りの り

  さん（名田庄久坂）さん（名田庄久坂）

おおい町は他の市町と比べると福祉の面では
行き届いてると思いますが、きのこの森やこど
も家族館など観光施設としての子どもたちが遊
ぶ場所がある反面、各地区にある公園の状態が
良くない所もある。これからの社会を担ってい
く子どもたちの為にも安全な公園の整備をお願
いします。

田田
たた

脇脇
わ きわ き

  将将
ま さま さ

江江
ええ

  さん（河村）さん（河村）

特集2町民の皆さまからの ひ と こ と
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小中高入学に際して多額の費用が必要なため、
保護者への支援が必要。

（令和4年12月議会　堤 満也 議員）

子どもの入学時の費用
負担に支援を

現在もさまざまな子育て支援に取り組んでい
るが、提案も含めて新たな支援策を関係課に検討
させている。

新たな支援策を
　　検討している

　議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
います。その後、議員からの提案などがどのように町政に反
映されたかを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

令和5年度から入学などの費用の一部を応援
金として小学校入学時3万円・中学校入学時5万
円・中学校卒業時7万円を交付。

保護者に対して入学等
応援給付金を交付

どうなった?

　文部科学省では、子どもを小学校、中
学校、高等学校（全日制）に通学させて
いる保護者が支出した経費の実態をとら
える「子供の学習費調査」を隔年で実施
しています。
　昨年12月に令和3年度の結果が公表さ
れたので、ちょっと覗いてみましょう。

・調査項目
　保護者が支出した1年間・子ども一人当
たりの経費の平均額（学校教育費、学校
給食費、学校外活動費）

・調査結果
　　公立小学校 35万 2 ,566円
　　公立中学校 53万 8 ,799円
　　公立高等学校 51万 2 ,971円
　　私立高等学校 105万 4 ,444円

との結果が出ています。

ちょっと
深掘り！

文部科学省が行う
学習費調査の結果は

出典：文部科学省
　　　「令和3年度子供の学習費調査」
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は9月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 8月30日から9月20日まで（22日間）
本会議： 8月30日（議案提案理由説明）、9月13日（一般質問）、9月20日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（8月30日～9月1日） 

総務・産業建設常任委員会（9月4日） 
原子力発電対策特別委員会（9月6日）

9月
定例会議の

予定

●

編
集
後
記
●

お
お
い
町
議
会
改
選
後
、
初
め
て

の
定
例
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

さ
て
「
コ
ロ
ナ
」
と
叫
ば
れ
早
３

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
様
式
の
変
化
や
、
物
価
の

高
騰
、
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
ま
だ
ま

だ
元
通
り
に
も
ど
っ
て
い
ま
せ
ん
。

分
類
上
５
類
に
引
き
下
が
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
感
染
対
策
や
、

体
調
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
町
民
の
み
な

さ
ま
の
声
を
で
き
る
か
ぎ
り
紙
面
に

起
こ
し
、
し
っ
か
り
と
議
会
の
中
で

把
握
し
て
い
き
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

が
た
だ
の
お
知
ら
せ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

町
の
発
展
の
た
め
活
用
で
き
る
媒
体

と
な
る
よ
う
、
委
員
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
原
田　
和
美

副
委
員
長　
　
屋
敷　
浩
道

委　
　
員　
　
堤　
　
満
也

　
　
〃　
　
　
中
西　
秀
和

　
　
〃　
　
　
高
本　
和
良

　
　
〃　
　
　
寺
井　
義
孝

栄
養
も
笑
顔
も
満
点

　

今
回
の
輝
く
人
で
は
、
シ
ー
シ
ー

パ
ー
ク
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
自

然
薯
料
理
の
お
店
を
開
業
さ
れ
た
方
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

🅠 

出
店
を
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
。

🅐 

義
父
が
30
年
程
前
か
ら
自
然
薯
栽

培
を
始
め
、
今
で
は
町
の
特
産
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
自
然
薯
料
理
を
提
供
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
お
店
を
始
め
る

計
画
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
ま
ず

は
こ
こ
で
開
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

🅠 
お
店
の
名
前
の
由
来
は
。

🅐 

私
の
実
家
の
屋
号
「
伊
兵
衛
」
か

ら
つ
け
ま
し
た
。

🅠 

年
間
を
通
し
て
自
然
薯
を
確
保
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
。

🅐 

自
家
栽
培
の
自
然
薯
を
使
っ
て
い

ま
す
が
、
不
足
分
は
名
田
庄
商
会
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

🅠 

お
客
さ
ん
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
。

🅐 

お
客
さ
ん
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
自
然
薯

料
理
を
目
当
て
に
遠
く
か
ら
若
い
人
が

来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

🅠 

今
後
の
計
画
は
。

🅐 

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
が
終
わ
っ
た
ら

名
田
庄
で
開
業
す
る
予
定
で
す
。
自
然

薯
の
お
い
し
さ
を
町
内
外
の
方
に
伝
え

ら
れ
る
お
店
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

🅠 

自
然
薯
の
美
味
し
い
食
べ
方
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

🅐 

す
り
お
ろ
し
た
自
然
薯
を
お
好
み

焼
き
に
入
れ
た
り
、
海
苔
で
巻
い
て
磯

辺
揚
げ
に
す
る
と
、
ふ
ん
わ
り
食
感
が

楽
し
め
ま
す
。
グ
ラ
タ
ン
に
し
て
も
美

味
し
い
で
す
よ
。

名
田
庄
井
上

自
然
薯
と
ろ
ろ
ｉ
ｈ
ｅ
ｅ
ｅ

自
然
薯
と
ろ
ろ
ｉ
ｈ
ｅ
ｅ
ｅ

下し
も 

野の  

幸さ
ち 

世よ

 

さ
ん


